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抄 録

アルキルピラジン:アリの響細物賞

AlkylpyraZine:Alarm PheromonesirLPonerine

Ants.J.W.WheelerandM.S.Blum,Scl'cnce,

182.501-503(1973).

OdotltOmaChushasLaLus,0.brunneus,0.ctarus
の鋤きアリをおどかすと.大朝腺から,チョコレート

様の災いを分泌する.

これらの飽きア1)の頭を.塩化メチレンあるいは,

～-ペンタンで抽出し,ガスクロ厄結質量分析計で分析

した.

0.hastatusの フラグメンテーションパターンは.

2,5-dimethyl-3-isopentylpyrazineのそれと似てい

ち. ココアの芳香としては,2,5-dimetllyl-3-alkyl

pyrazincが知られているが,2,6-dimethyl-3-alkyl
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pyrazineも同様のマスパターンを示すので両方の誘

串体を.合計12種塀合成し.マスパターンと,ガスク

ロマトグラフでの相対保持時間から,梢迫の同定を行

なった.

その結果,表に示すような化合物が,それぞれの柾

の大切腺の内容物であると同定された/

Pyrazineを浸ませたロ紙をコロニーの働き71)の

前におくと,鋤きアリは,大顎を90度の角皮に拡げで.

ロ紙に近づき,ロ紙に飛びかかる.

また,これらのpyrazineは,Fireant(SoLe〟oJIsfs

fnvl'cta)の働きアt)に対し,朗著な忌避効果を示す.

したがって,これらの物矧 ま警報と同時に,yJ'矧 こも

飽いていることがわかる. (北村火彬)

昆虫の種想 化 合 物 名 含有丑(形)

0.byunneus 2,6-dimethyト3-〟-pentylpyrazine

2,6-dimethyl-3-n-butylpyraZline

2,6-dimethyl-3-n-propylpyrazine

2,6-dimethyl-3-ethylpyrazine

4

6

1

7

1

0

9

0.hastalus 2,5ldimethyl-3-isopentylpyrazine

2,5ldimethyl-3-isopentylpyrazine

2,5-dimethyl-3-ethylpyrazine



防 虫 科 学 節 39 啓一Ⅰ

抄 録

SexPheromone:CodllngMothに含まれる (E,

E)-8,10-Dodec8dien-1-0L

Scx Pheromonc:(E,E)-8.10-Dodccadicn-1-01

intheCodlingMoth.MortonBcroza,Barbara

A.BierI.ScJ'cnce,183,89(1974).

Roel-S等は,EGA を絞ったモデル物質と phero･

mone抽出物との比較により,CodlingMothの sex

pheromoneを (E,E)-8,10-Dodecadien-1-01と決定

した.そして合成 pheromone(Codlelure)と蛾抽出

物の中の活性部は GLCの保持時間が一致し,野外で

もCodlelureが雄を誘引することを兄いIJlしている.

しかし McDonough等が codlingmoth抽出物から

codlclurcを叩離し柑なかったことなどからその7/J･在

が班われていた.今回,GC-MSとコンピューターを

利mした検;矧こより,最少限度机撃竺しだcodlingmoth

抽山物から codlelureと同じ Massスペクトルを同

一保持時間に札 その存在を孫認した.

雌 codlingmoth腹部抽出物を Silicagelで柄撃注

し.codlelureを目安にして30% etherinhexane流

出部の第 1(100mt), 節2(50mt).fractionと郡3

fraction(50mt)をとり,それぞれの半分を N2気流

巾20FLtに仇敵 45匹相当宛をGC-MSに injectL

codlelureの保持時間の前後約 1分Wを2秒矧 こスペ

クトルをとった. m/e182(Codlelureの分子イオン

ピーク)の帽を, 3つの fractionのスペクトル番Tl･

の関数としてコンピューターで plotしてみると.那
1,節2fractionで Codlelureの保持時間に peak

を示すが第3Iractionには peakはみられない. こ

の peakの罰点での massスペクトルと Codlelure

の massスペ ク トルは よ く一致し. 郡2fraction

の GLC (5% Carbowax20M)で Codlelureの保

持時間に peakがみられる.第 1,節2fractionの

残りの半分を一緒にして, 硝酸 銀 シ.)カゲルカラム

(AdsorbsilCABN)にか けると,Codlelureと同じ

ところに流出してくる 【ractionは上述したコンビュ

.-クー GC-MS 法 で Codlelure と同じ保持時間に

peakを示す. 以上のような知見は Roelfsらの決'ii:

した化学川辺に拙い抑征を与えるものである.

また,蛾からcodlelureが申離されなかったことに

ついては,この pl一erOmOneが非常に不安定で,例え

ば純粋 pheromoneを汚い皮院として室温で空気や光

にさらして2-3日放置しておくとCodlelureが全く検

知できなくなるということによると思われる.

(中島修平)

マイマイガ脂肪酸より柄耕された抗ガン剤 "DI8･

parotoTte''.

Disparolonc,aNovelTumorlnhibitorDcrivcd

from theGypsy mothPorLhetrl'adJ'sbar(L.).

M.JacobsonandCh.Harding,Ex♪cricnh'0,29,

783(1973).

昆虫や植物起源の昆虫誘引物質の研究に付随して,

その朽製過程で生 じた各両分の抗ガン性の調査を.

Marylandの】Bethesdaにある国立 ガン研究所に委

託した.

マイマイガ雌虫体より性誘引物質活性を持たない遊

耶および結合タイプの脂肪髄を大塁に得た.この画分

の LiAIH一による還元生成物 も活性を持たなかった.

しかしこのまL成物は抗 ガン性の試験の結果ラットの

Walkerintramuscularcarcinosarcoma256(WA)

に対し 1'nuJ'zIOで阻止効果を有することが判明した.

この物TIの叩机.間近法は以下の通りである.

10万qlのマイマイガのqE山体より,結合タイプの脂

肪髄52gを札 それを7gの LiAIHlで道元し,49gの

式色油状物をfrJT=.これはガンに対し400mg/kgの渋

皮でその発-打をPrl止した.ケイ慨 カラムにかけ m.p.

25●C.1.9gの.300mg/kgで 活性を有する画分を和

この両分はg.1.C分qfでTll一物質であることが確認さ

れた. 元請YJJ折の純米分子式は.C18H3｡02 でありま

た IR分相 こより那一級アルコール基, ケ トンカルポ

ニル)t.S･およびシス弛炭累炭素二重結合の存在が認めら

れた. ケ トンカルボニル基の存在は,最初の LiAI札

による還元に際しその丑が不足したことに起因するこ

とが.再度 LiAIH.還元をし.diolを得たことによ

り明らかになった.

Disparoloneと名づけられたこのケ トアルコールは

KIOrKMnO4酸化により hexanoicacidおよび C10

H180一の hydroxyketoacidを址成しその二frl紙合

は10位と11位に7i:花することが 判明した. またその

hydroxykctoacidを NaBH-で還元し生成物とし

て hydroxyacidでなくhydroxylactoncを1rJ.こ

のラクトンは IR分qfで1770cm-1 に 吸収を布するた

め.4,10-dihydroxydecanoicacidのr-1actoneで

あると決定された.以上のt.lj裸 より,disparoloneは

(Z)-7-oX0-101hexadecene-1-01であると決定され,

また合成物との種々の比較により同一性が確認された.

Disparoloneの抗ガン活性は比較的低いが,ケ トアル

コールとして抗ガン性が見出された最初のものである.

(l11岡砧平)
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